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石碑を巡る②

沖縄歴史の散歩道
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

豊見城市字豊見城の泰山石敢當

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。N H Kドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

　
沖
縄
の
石
碑
で
多
く
の
人
た
ち
に
な

じ
み
の
あ
る
の
が「
石
敢
當（
当
）」で
す
。

Ｔ
字
の
突
き
当
り
に
設
置
さ
れ
た
中
国

伝
来
の
魔
除
け
の
石
碑
で
、
現
在
で
は

沖
縄
各
地
の
、
大
き
な
道
路
か
ら
小
さ

な
路
地
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
石
、
敢
え
て
當
た
る
」

と
石
に
呪
力
を
表
し
た
も
の
と
さ
れ
、

ま
た
民
間
伝
承
で
は
中
国
の
人
物
名
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
石
敢
當
、
最
古
の
も
の
は
ど
こ

に
あ
る
か
と
い
う
と
、
実
は
久
米
島
に

存
在
し
て
い
ま
す
。
久
米
町
字
西
銘
、

旧
上
江
洲
家
住
宅
の
近
く
に
あ
り
、
石

敢
当
は
石
碑
の
か
た
ち
で
小
高
い
丘
に

立
っ
て
い
ま
す
。「
泰
山
石
敢
当
」
と
刻

ま
れ
た
文
字
と
と
も
に
雍
正
11
年

（
1
7
3
3
年
）
の
銘
が
あ
り
、
年
号
が

書
か
れ
て
い
る
も
の
で
は
最
も
古
い
も

の
で
す
。
中
国
の
風
習
で
あ
る
石
敢
當

が
沖
縄
各
地
に
広
ま
っ
た
の
は
、
18
世

紀
以
降
、
風
水
思
想
に
よ
っ
て
集
落
改

変
を
お
こ
な
っ
た
久
米
村
の
人
々
の
指

導
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
集
落
内
に
石

敢
當
を
建
て
る
よ
う
指
導
し
た
記
録
も

残
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
こ
の
石
敢
當
、
数
は
少
な

い
も
の
の
日
本
全
国
に
分
布
し
て
い
て
、

と
く
に
琉
球
と
の
交
流
が
深
か
っ
た
鹿

児
島
県
の
山
川
（
指
宿
市
）
な
ど
に
多

く
見
ら
れ
る
の
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で

す
。
現
地
で
は
「
セ
ッ
カ
ン
ト
ウ
」
と

呼
び
、
そ
の
形
は
将
棋
の
駒
の
よ
う
で

す
。

　
ま
た
現
在
で
は
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
梵
字
碑
も
琉
球
の
時

山川の石敢當（鹿児島県指宿市）山川の石敢當（鹿児島県指宿市）

代
に
各
地
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
梵
字

と
は
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

文
字
で
仏
教
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
、
真

言
が
石
碑
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。
た
と
え

ば
読
谷
村
渡
具
知
に
あ
る
梵
字
碑
は
梵

字
で
大
日
如
来
の
真
言
で
「
ア
ビ
ラ
ウ

ン
ケ
ン
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
多
良

間
島
の
寺
山
と
呼
ば
れ
る
林
に
も
梵
字

碑
が
あ
り
ま
す
。
1
7
0
1
年
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
、
那
覇
の
護
国
寺
住
持

だ
っ
た
心
海
上
人
が
修
行
の
た
め
多
良

間
島
に
渡
海
し
、
こ
の
地
に
梵
字
碑
を

建
て
た
と
言
い
ま
す
。

　
面
白
い
と
こ
ろ
で
は
、
豊
見
城
市
字

豊
見
城
の
泰
山
石
敢
當
は
、
そ
の
文
字

の
上
に
「
ウ
ン
」
と
い
う
梵
字
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
切
の
障
害
を
降

伏
さ
せ
、
破
る
と
い
う
意
味
合
い
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
石
敢
當
の
威
力
を
梵

字
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
化
す
る
意
図
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

読谷村渡具知の梵字碑

　
こ
の
作
品
は
、今
年
の
「
海
の
月
間
」（
７

月
１
日
〜
31
日
）
行
事
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
「
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
主
催
：
公
益
社
団
法
人
沖
縄
海
事
広
報
協

会
、
後
援
：
沖
縄
総
合
事
務
局
）
の
金
賞
受

賞
作
品
で
す
。
沖
縄
県
内
の
中
学
校
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
７
月

２
５
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令
和
５
年
『
海
の

日
』
海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
典
」
で
沖
縄

総
合
事
務
局
長
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
か
ら
「
光
が
差
し
込
む
情
景
の
表

し
方
が
印
象
的
で
、
色
の
濃
淡
、
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
、
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
表
現
技

法
を
生
か
し
た
色
の
対
比
・
配
色
効
果
な
ど

表
現
の
工
夫
が
豊
か
で
あ
る
。
ま
た
、
人
の

手
、
鎖
、
ご
み
袋
の
描
写
は
環
境
問
題
を
訴

え
か
け
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
も
表
現
し
て

い
る
。」
と
素
晴
ら
し
い
講
評
を
受
け
ま
し

た
。 海

と
宝
石
と
照
ら
す
月

表
紙
写
真

本誌のタイトルについて 群星 (むりぶし )とは、沖縄の方言で「昴星 (すばるぼし )」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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農林水産物・食品の輸出にチャレンジ！「GFP沖縄」がサポートします！

令和４年度における沖縄地区の独占禁止法等の運用状況

大学生が将来のために「財政」、「金融」について考える～ in 名桜大学

20歳未満の喫煙防止等の取組

地方公共団体の財務状況に関する勉強会を開催
～団体の財務状況の分析や収支改善取組事例を紹介～

ご存知ですか？　環境保全型農業の種類とマークについて

身近な原料を使った肥料の利用拡大に向けて

「みどりの食料システム戦略関係事業者向け説明会」を開催しました

「消費者の部屋 夏休み特別講座親子見学バスツアー」を開催しました

中小企業の日・中小企業魅力発信月間イベント
「中小企業魅力発見フェア～元気な中小企業が共創で未来をつくる～」を開催しました

ゆいレール開業 20年の記念日　ゆいレールキャラクター「ゆっぴー」のその昔

「令和４年度沖縄総合事務局開発建設部所管事業優良業者・優秀技術者表彰式」を行いました。

2023年『海の月間』について　～海への理解を深めていただくための取組を行いました～

バングラデシュ、ラオス、ネパール国家公務員との国際交流
～山口大学大学院経済学研究科「沖縄研修出前講座」観光まちづくり座談会～

９月は自賠責制度広報・啓発期間です！　～なくそう。うっかり更新忘れ。～

安全なくるま社会実現のために　～９月・10月は「自動車点検整備推進運動強化月間」～

ダっサ！不正改造　～10月は「不正改造車排除強化月間」～

令和５年度陸運関係功労者陸運事務所長表彰式

人事異動

令和５年 10月１日からインボイス制度が始まります！

夏休みに内閣府を見学「こども霞が関見学デー」・岡田大臣の沖縄訪問

連 載 企 画
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内 閣 府 だ よ り
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